
今治市地域福祉計画策定のための 

アンケート調査票 


◆アンケートのご協力のお願い◆ 

 日頃皆様には、市政発展のために深いご理解とご協力をいただき感謝申し上げます。 

 

 今治市では平成２２年３月に「つながりと支え合いのある安心して暮らすことのでき

るまち」を基本理念とする「今治市地域福祉計画」を策定し、子どもから高齢者まで全

ての人々が支え合い・助け合えるまちづくりに取り組んでまいりましたが、平成２７年

度末で計画期間が終了することに加え、この間、地域福祉を取り巻く環境が大きく変化

していることから、「第２期今治市地域福祉計画」を策定することとなりました。 

 

このアンケートは、市内にお住まいの１８歳以上の方の中から３，０００人を無作為

に選ばせていただき、「日常生活での課題」や「地域での助け合いに関する考え方」等に

ついてのご意見をお伺いし、計画づくりの基礎資料とするためにお願いするものです。 

 ご多用のところ恐縮ではございますが、調査の趣旨をご理解いただき、アンケートに

ご協力いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 調査結果は、統計的に処理をいたします。ご回答いただいた内容から個人が特定され

ることは一切ございませんので、ありのままをお答えください。 

 

平成２６年１２月 

今 治 市 

◆記入にあたってのお願い◆ 

■この調査は、個人を対象としていますので、宛名のご本人がご記入ください。 

（ご本人が病気などで記入できない場合は、ご家族がご本人の立場でご記入ください） 

■ご記入に際しては、あてはまる番号に○印をつけてください。また、「その他」と回答

された場合は、（  ）内に具体的な内容を記入してください。 

■ご記入いただいたアンケートは、同封の返信用封筒に入れ、１２月２６日（金） 

までにご投函ください。（切手は不要です） 

 

【お問い合わせ先】 

    〒794-8511 今治市別宮町一丁目４番地１ 

今治市健康福祉部福祉政策課 

電話：0898-36-1525（直通）



 

地域福祉とは 

 

私たちが暮らしている地域には、さまざまな年齢や価値観、ライフスタイルの人

が住んでおり、高齢者の生活不安や介護の問題、障害者の自立や社会参加問題、子

育ての不安など、個人が抱える問題はその人によって違い、複雑化・多様化してき

ています。             

また、急速に進展する少子高齢化や人口減少社会の到来、東日本大震災の発生な

どにより、改めて地域の絆や人と人とのつながりの大切さを再認識させられるとと

もに、社会からの孤立、虐待、認知症高齢者の増加や孤立死など、新たな課題も表

面化しつつあります。  

地域福祉とは、そのような課題に対して、地域のみんなで支え合い、助け合って

解決を図り、支援する人も支援を必要とする人も、「このまちに住んでよかった」と

実感できるような社会を実現するための取り組みです。 

 

 

 

地域福祉計画とは 

 

 地域福祉計画は、社会福祉法に基づき市町村が定める計画であり、地域住民が主

体となり、NPO、ボランティア団体、事業者、社会福祉協議会、行政などが力をあ

わせて、地域で安心して暮らせるまちづくりを目指す計画です。計画の策定にあた

っては、地域福祉の推進主体である地域住民の声を反映し策定します。 

  

 

 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://kids.wanpug.com/illust160.html&ei=FIl5VOn0MMHtmQWz-IHYAQ&bvm=bv.80642063,d.dGY&psig=AFQjCNGOO2JALAlwVu9KIBRwMsX1nIZ7Tg&ust=1417337434558808
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問１ あなたご自身のことについて、おたずねします。【１つだけに○】 

① 性別 

 

② あなたの年齢をご記入ください。【平成 26 年 12 月 1 日現在】 

 

③ あなたの世帯構成を教えてください。【１つだけに○】 

 

④ あなたが現在同居している家族の中に、次のような人（あなた自身も含みます）は

いますか。 【あてはまるものすべてに○】 

 

⑤ あなたの健康状態はいかがですか。【１つだけに○】 

 

⑥ あなたは、現在の暮らしの状況を経済的にどう感じていますか。【１つだけに○】 

 

 

 

 

 1．男         2．女      

 

1．単身世帯（一人暮らし） 

2．夫婦のみの世帯 

3．二世代世帯（親子） 

4．三世代以上の世帯 

5．その他の世帯 

あなたご自身のこととくらしについて 

 （      ）歳 

１．非常に健康だと思う    ２．健康な方だと思う 

３．どちらともいえない    ４．あまり健康ではない 

５．健康ではない 

１．ゆとりがある       ２．ややゆとりがある 

３．普通           ４．やや苦しい 

５．苦しい 

１．乳幼児（１歳未満）  ２．小学生        ３．中学生・高校生 

４．６５歳以上の人     ５．介護を必要とする人 ６．障害のある人 

７．いずれもいない 
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⑦ あなたの主な職業は、次のどれですか。【１つだけに○】 

 

⑦－1 上記⑦で「１～５」に○をつけた方にお伺いします。 

    勤務先はどちらですか。【１つだけに○】 

 

⑧ あなたの現在のお住まいは、どれにあてはまりますか。【１つだけに○】 

 

⑨ あなたの現在のお住まいの地区はどこですか。【１つだけに○】 

 

⑩ あなたは、今治市でずっと暮らしてこられましたか。【１つだけに○】 

※この問の今治市は、現在の今治市としてお答えください。 

例：旧玉川町から旧今治市に転居した場合、回答は「１．」になります。 

１．今治     ２．美須賀    ３．日吉     ４．別宮 

５．常盤     ６．近見     ７．立花     ８．鳥生 

９．城東    10．桜井    11．国分    12．富田 

13．清水    14．日高    15．乃万    16．波止浜 

17．朝倉    18．玉川    19．波方    20．大西 

21．菊間    22．吉海    23．宮窪    24．伯方 

25．上浦    26．大三島   27．関前 

１．今治市で生まれ、ずっと今治市で暮らしている 

   ２．今治市外の生まれだが、子どもの頃からずっと住んでいる 

   ３．今治市外の生まれだが、転居してきた 

４．今治市外の生まれだが、結婚をきっかけに転居してきた 

５．進学や就職で２年以上今治市外に出たが、今治市に戻ってきた 

６．その他（                       ） 

１．農林漁業            ２．自営業及びその家族従事者 

３．自由業（医師・弁護士・税理士等） ４．会社員、団体職員など 

５．公務員、教員など 

６．パート、アルバイト、派遣社員  ７．学生 

８．家業専業（主夫・主婦）     ９．無職（求職中を含む） 

10．その他（           ） 

1．市内         2．市外 

1．持ち家（一戸建て）        2．持ち家（分譲マンションなど） 

3．借家（アパート、マンションなど） 4．公営住宅 

5．社宅・寮 

6．その他（            ） 
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 1．住み続けたい  ２．住み続けたくない   ３．わからない 

     （⑪-１へ）     （⑪-２へ） 

⑪ あなたは、現在お住まいの地区に住み続けたいと思いますか。【１つだけに○】 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

問２ 日常生活や福祉・医療のことで困っていること、不安なことはありますか。 

【あてはまるものすべてに○】 

 

１．病気などで寝込んだとき、世話をしてくれる人がいない 

２．子育てを支援してくれる親戚、友人、知人が身近にいない 

３．災害や防犯 

４．相談相手がいない 

５．福祉、介護サービスの利用方法がわからない、利用しづらい 

６．経済的なこと 

７．力仕事、掃除、洗濯、料理等 

８．買い物、通院時の移動手段 

９．不安はない 

10．その他（                         ） 

１．自分の土地や家があるから 

２．近くに家族、親族がいるから 

３．近くに友人、知人がいるから 

４．近所づきあいが良いから 

５．買い物や交通の便が良いから 

６．働く場（職場）があるから 

７．子育てや教育環境が整っている

から 

８．福祉、医療などのサービスが整

っているから 

９．気候、風土、自然環境が気に入

っているから 

10．文化、スポーツなどの環境が整

っているから 

11．その他 

  （             ） 

⑪-１ どのような点で住み続けたい

と思いますか。【○は３つまで】 

⑪-２ どのような点で住み続けたくな

いと思いますか。【○は３つまで】 

１．地域の慣習、文化になじめない

から 

２．近くに友人、知人がいないから 

３．近所づきあいが良くないから 

４．買い物や交通の便が悪いから 

５．働く場がないから 

６．子育てや教育環境が整っていな

いから 

７．福祉、医療などのサービスが整

っていないから 

８．気候、風土、自然環境が気に入

らないから 

９．楽しめる場所がないから 

10．その他 

  （             ） 
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問３ 日常生活や福祉・医療のことで、これまでにどなたかに相談されたことがありま

すか。【１つだけに○】 

 

    問３－１ 問３で「１．ある」に○をつけた方にお伺いします。 

          それは誰に相談をされましたか。また、相談されたときの満足度は 

いかがでしたか。 【該当する項目ごとに１つだけ○】 

項 目 満足 やや満足 やや不満 不満 

１．家族や親戚 １ ２ ３ ４ 

２．友人や知人 １ ２ ３ ４ 

３．近所の人 １ ２ ３ ４ 

４．かかりつけの医者 １ ２ ３ ４ 

５．ボランティア団体 １ ２ ３ ４ 

６．行政（市役所など） １ ２ ３ ４ 

７．民生児童委員 １ ２ ３ ４ 

８．社会福祉協議会 １ ２ ３ ４ 

９．その他（       ） １ ２ ３ ４ 

 

 

問４ 買い物や病院などに行く時、主にどのような方法で移動していますか。 

【１つだけに○】 

 

 

 

 

 

１．ある ⇒ 問３－１へ 

２．ない ⇒ 問４へ 

１．自転車または徒歩 

２．自分で車やバイクを運転していく 

３．近所の人や知人に乗せていってもらう 

４．電車・バスなど公共交通機関でいく 

５．タクシーを利用する 

６．その他（                         ） 
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問５ あなたは「福祉」に関心をお持ちですか。 【１つだけに○】 

 

問５-１ 問５で「１．とても関心がある」「２．やや関心がある」に○をつけた方

にお伺いします。 

「福祉」のどのような分野に関心がありますか。【１つだけに○】 

 

問６ 「福祉」のあり方は、どのようであるべきだと思いますか。【１つだけに○】 

 

問７ 「福祉」について理解を深めるためには、どのような機会が必要だと思いますか。

【あてはまるものすべてに○】 

 

 

「福祉」について 

１．とても関心がある  ⇒  問５-１へ 

２．やや関心がある   ⇒  問５-１へ 

３．あまり関心がない  ⇒  問６へ 

４．まったく関心がない ⇒  問６へ 

１．子どもに関する福祉 

２．高齢者に関する福祉 

３．障害者に関する福祉 

４．１～３以外の支援を要する人に対する福祉 

５．その他（                     ） 

１．福祉を必要とする人は、家族や親戚が面倒を見ればよい 

２．福祉は、国や市町村などの行政の責任で行うべき 

３．福祉は、行政と市民が協力しながら、地域で支え合うべき 

４．その他（                        ） 

１．福祉の制度、サービス、理念や考え方について学ぶこと 

２．介護体験や介護を必要とする人の疑似体験など、体験学習をすること 

３．介護を必要とする人やその家族などの話を聞いたり、交流したりする 

こと 

４．手話や点字、介護方法などの技術を習得すること 

５．地域で福祉についての課題を気軽に話し合える場をつくること 

６．その他（                      ） 

７．特に必要なことはない 
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問８ 「地域」という言葉を聞いて思い浮かべる範囲は次のどれですか。【１つだけに○】 

※学校の統合により３．４．５．のいずれかが同じ範囲になる地区もありますが、あなたが

思い浮かべる範囲をお答えください。 

 

問９ 現在、あなたの世帯は自治会に加入していますか。【１つだけに○】 

 

問１０ あなたは地域組織の活動に参加していますか。【１つだけに○】 

 

 問１０－１ 問１０で「１．参加している」に○をつけた方にお伺いします。 

① どのような活動に参加していますか。【あてはまるものすべてに○】 

 

② どのような目的で参加していますか。【あてはまるものすべてに○】 

1．隣近所          2．自治会の範囲 

3．小学校区の範囲      4．中学校区の範囲 

5．合併前の旧市町村     6．今治市全域 

7．その他（                        ） 

1．はい        2．いいえ   

お住まいの地域について 

1．参加している      ⇒  問 10-1の①、②へ 

2．以前参加していた    ⇒  問 10-2へ 

3．参加したことがない   ⇒  問 10-2へ 

1．自治会の活動 

2．環境美化活動 

3．ＰＴＡや子ども会の活動 

4．高齢者配食サービスや施設慰問などの福祉活動 

5．地元のお祭りやスポーツ大会 

6．防犯・防災活動 

7．公民館行事や趣味のサークル活動 

8．その他（                     ） 

1．自分の能力や技術を地域に役立てたいから 

2．仲間が増えるから 

3．余暇時間が有効に利用できるから 

4．役回りなので仕方なく 

5．その他（                     ） 
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１．よく知っている       

２．名前だけ知っている 

３．知らない 

問１０－２ 問１０で「２．以前参加していた」または「３．参加したことがない」

に○をつけた方にお伺いします。 

現在参加していない理由、または参加する上で支障となっていることは 

何ですか。【あてはまるものすべてに○】 

 
 
 

問１１ あなたは民生児童委員の制度を知っていますか。【１つだけに○】 

 

 

問１１－１ 問１１で「１．知っている」に○をつけた方にお伺いします。 

   ① あなたが知っている民生児童委員の活動はどれですか。 

【あてはまるものすべてに○】 

 

② あなたは、お住まいの地区を担当する民生児童委員を知っていますか。 

【１つだけに○】 

 

1．仕事や家事に忙しく、時間がない 

2．引越しをして、地域のことがわからないから 

3．参加する方法が分からないから 

4．自治会に加入していないから 

5．活動内容に興味がないから 

6．その他（                     ） 

1．知っている  ⇒  問１１-1の①、②へ    

2．知らない   ⇒  問１２へ 

1．日常生活についての悩みや心配ごとの相談 

2．行政などの福祉サービスに関する情報提供 

3．高齢者など支援が必要な人への声がけや訪問 

4．子ども・子育てに関する相談 

5．わからない 

6．その他（                     ） 
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問１２ あなたの地区に、社会福祉協議会(支部も含む)があることを知っていますか。 

【１つだけに○】 

 

問１２－１問１２で「１．知っている」に○をつけた方にお伺いします。 

 社会福祉協議会の活動で知っているものはありますか。 

 【あてはまるものすべてに○】 

1．知っている      2．知らない ⇒ 問１３へ 

1．いきいきサロン、ミニデイサービス、配食サービス 

（高齢者の介護予防と生きがいづくり） 

2．介護保険事業、障害者自立支援事業 

（ヘルパー事業、デイサービス事業、訪問入浴事業、福祉用具レンタル事

業、グループホーム、障害者ヘルパー事業、障害者デイサービス事業） 

3．日常生活自立支援事業・成年後見事業 

（判断能力に不安のある方が、福祉サービスの利用が必要な場合にサービ

スを利用できるように援助、日常的な金銭管理を行う） 

（判断能力が不十分な方に代わり、財産管理や契約などを行う） 

4．心配ごと相談事業 

（地域の心配ごと全般について相談を受け解決へと導く事業を実施。具体

例として「消費者保護問題」「消費者金融問題」「一般的な悩みや心配事」） 

５．生活福祉資金貸付事業 

  （低所得者世帯などに対し、各種資金の相談受付や貸付を行うことで世帯

の経済的自立、生活意欲の助長促進を図る） 

６．地域包括支援センター、在宅介護支援センター事業 

（高齢者の介護・制度に関する相談支援など） 

７．障害者生活支援センター事業・手話通訳者等派遣事業 

（生活上の問題、また福祉サービスの利用手続や事業所との調整および手

話通訳者の派遣、奉仕員養成講座） 

８．福祉教育推進事業 

（小中学校などで福祉授業や、街中での高齢者擬似体験などを通して福祉

への理解を育む） 

９．災害に強いまちづくり事業 

（防災マップの作成、災害ボランティア研修会などを実施し、地域の絆づ

くりを図る） 

１０．ボランティアセンター事業・子育て支援事業 

（ボランティアコーディネートおよび幅広い理解を得るための各種講座

を開催、また親子交流や相談の情報交換、保育に関するボランティアの

養成講座の開催） 

１１．知らない 
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問１３ あなたの地区は、支援を必要とする世帯の緊急事態に対応できるような体制が

整っていますか。【○は１つ】（例 災害時の救出活動組織や急病時の連絡先など） 

 

問１４ ひとり暮らしの高齢者など、災害発生時に手助けが必要な人が近所にいますか。 

【１つだけに○】 

 

問１５ 現在、市では「避難行動要支援者名簿」づくりを進めています。これは、災害

時に地域住民の方々に避難誘導や安否確認などに活用していただくためのもので

す。このような災害時に住民が支え合う地域づくりには、何が必要だと思います

か。【○は３つまで】 

   

問１６ あなたのお住まいの地域で、高齢者や子どもに対する家族などによる虐待につ

いて耳にしたことはありますか。【１つだけに○】 

 

問１７ もしあなたの周囲で、虐待が発生しているとあなた自身が思われたら最初にど

のように対応しますか。【１つだけに○】 

  1．全体的に整っている     2．部分的に整っている 

  3．ほとんど整っていない    4．わからない 

  １．日ごろからの隣近所とのお付き合い 

  ２．地域での災害対策の学習会の開催 

  ３．地域での避難訓練、防災マップづくり 

  ４．地域の危険箇所の把握 

  ５．福祉サービスを提供する施設や事業所との連携 

  ６．地域の団体の関係者（自治会、自主防災会、民生児童委員など）の連携 

  ７．避難する際に手助けが必要な人の把握 

  ８．避難する際に手助けが必要な人を支援する人の確保 

  ９．その他（                        ） 

１．いる     ２．いない     ３．わからない 

１．聞いたことがある     ２．聞いたことがない      

１．近所の人に連絡する       ２．警察に連絡する 

３．市役所へ連絡する        ４．自治会の役員などに連絡する 

５．民生児童委員に連絡する     ６．様子を見るために自分が訪問する 

７．かかわりたくないので何もしない 

８．その他（                        ） 

※「避難行動要支援者名簿」とは … 災害時に自力で避難することが困難なひと

り暮らしの高齢者や障害者など、何らかの支援を必要とする方々の名簿 
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問１８ あなたは、日頃どのような近所付き合いをしていますか。【１つだけに○】 

 

問１８－１問１８で「３．暮らしのことで話し合ったり助け合ったりしている」 

に○をつけた方にお伺いします。 

具体的にどのような付き合いをしていますか。 

【あてはまるものすべてに○】 

 

問１９ 現在の近所付き合いに満足していますか。【１つだけに○】 

 

問２０ もし日常生活が不自由になった場合、近所の人に手助けしてほしいと思うこと

は何ですか。【あてはまるものすべてに○】 

1．ほとんど付き合いをしていない ⇒ 問 1９へ 

2．あいさつをする程度でそれほど親しくない ⇒ 問 1９へ 

3．暮らしのことで話し合ったり助け合ったりしている ⇒ 問 1８-1へ 

1．困りごとや悩みを相談し合う 

2．家族ぐるみの付き合いをしている 

3．保育園の送迎や子どもの世話を頼む 

4．病人の見舞い 

5．土産物をわける 

6．宅配便を預かる 

7．お年寄りの話し相手 

8．お年寄りの世話を頼む 

9．集金の立て替え 

10．味噌・しょう油・米などの貸し借り 

11．自分の家で作ったものを分け合う 

12．ちょっとした買い物やゴミ出しを引き受ける 

13．緊急時の連絡や援助 

14．その他（                     ） 

１．満足している      ２．おおむね満足している 

３．どちらともいえない   ４．やや不満がある 

５．不満がある       ６．その他（           ） 

１．安否確認の声かけ      ２．ちょっとした買い物やゴミ出し 

３．料理、掃除、洗濯の手伝い  ４．通院の送迎や外出の手助け 

５．子どもの預かり       ６．話し相手 

７．相談相手          ８．災害時の避難支援 

９．特にない 

10．その他（                       ） 
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問２１ もし近くで困っている世帯があった場合、あなたが手助けを行えることは何で

すか。【あてはまるものすべてに○】 

 

問２２ 地域社会のあり方について、あなたの考えに近いものはどれですか。 

【１つだけに○】 

 

 

 

 

問２３ ボランティアなどの地域活動に参加していますか。【１つだけに○】 

 

問２３－１ 問２３で「１．参加している」に○をつけた方にお伺いします。 

① どのような活動に参加していますか。【あてはまるものすべてに○】 

１．安否確認の声かけ      ２．ちょっとした買い物やゴミ出し 

３．料理、掃除、洗濯の手伝い  ４．通院の送迎や外出の手助け 

５．子どもの預かり       ６．話し相手 

７．相談相手          ８．災害時の避難支援 

９．特にない 

10．その他（                       ） 

1．自分のことは自分で解決すべきで、地域で助け合う必要はない 

2．地域社会は生活の基盤であり、住民がお互いに助け合って住みやすく

することが大切であり、行政はそのサポート役に徹するべきである 

3．個人で解決できない生活上の問題解決は行政の役割であり、住民の地

域活動は補助的なものである 

4．その他（                          ） 

地域活動について 

1．参加している  ⇒  問２３-１の①へ 

2．以前参加していたが、現在は参加していない 

3．参加していない 
問２３-2 の①、②

へ 

1．高齢者支援に関する活動 

2．障害者支援に関する活動 

3．子育て支援や母子福祉に関する活動 

4．健康づくり、医療に関する活動 

5．地域の清掃、美化や地域おこしに関する活動 

6．消防、防災、防犯、災害支援に関する活動 

7．自然環境保護、リサイクルに関する活動 

8．趣味や生涯学習、スポーツ指導に関する活動 

9．青少年育成・支援に関する活動 

10．国際交流、国際協力に関する活動 

11．その他（                     ） 



 12 

 

問２３－２ 問２３で「２．以前参加していたが、現在は参加していない」また

は「３．参加していない」に○をつけた方にお伺いします。 

 

 ① 参加していない理由は何ですか。【１つだけに○】 

 

② 今後参加できる機会があれば、どの分野の活動に参加したいと思いますか。 

 【あてはまるものすべてに○】 

  

１．仕事や家事で忙しく余裕がない 

２．自分の趣味や余暇活動を優先したいから 

３．体が弱い、病気がち 

４．病人や高齢者など、家族の世話をしている 

５．どこで活動しているかわからない 

６．一緒に参加してくれる人がいない 

７．活動内容に興味や関心がない 

８．その他（                     ） 

1．高齢者支援に関する活動 

2．障害者支援に関する活動 

3．子育て支援や母子福祉に関する活動 

4．健康づくり、医療に関する活動 

5．地域の清掃、美化や地域おこしに関する活動 

6．消防、防災、防犯、災害支援に関する活動 

7．自然環境保護、リサイクルに関する活動 

8．趣味や生涯学習、スポーツ指導に関する活動 

9．青少年育成・支援に関する活動 

10．国際交流、国際協力に関する活動 

11．その他（                     ）

12．参加したくない 
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問２４ どのような条件が整えば、ボランティア等の地域活動が継続できる、または 

今後参加ができると思いますか。【あてはまるものすべてに○】 

 

 

問２５ 日頃、地域で集まったり話し合ったりする場所はどこですか。 

 【あてはまるものすべてに○】 

 

 

 
  

１．時間や経済的なゆとり       ２．自分の健康 

３．ボランティア情報の提供      ４．家族の理解 

５．子育て・介護など家族の条件    ６．活動費の工面 

７．活動に活かせる知識・技術の習得 

８．活動中の事故などに関する補償 

９．メンバー同士の良好な人間関係 

１０．その他（                        ） 

１．地域の集会所・公民館 

２．小学校・中学校 

３．役員の家 

４．地域の飲食店 

５．その他（                         ） 

６．地域の集まりに参加していないのでわからない 
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問２６ 現在、国、県、市が行っている福祉サービスについて、あなたの考えに近いも

のはどれですか。【１つだけに○】 

 

問２６－１ 問２６で「３．どちらかと言えば充実していない」または「４．充

実していない」に○をつけた方にお伺いします。 

   どの分野で充実していないと思いますか。【あてはまるものすべてに○】 

 

問２７ 行政が行う福祉サービスのあり方は、これからどうあるべきだと思いますか。 

【１つだけに○】 

 

 

 

福祉サービスについて 

１．充実している 

２．どちらかと言えば充実している 

３．どちらかと言えば充実していない 

４．充実していない 

５．その他（                          ） 

１．高齢者に対する福祉 

２．障害者に対する福祉 

３．ひとり親家庭、児童福祉、子育て支援 

４．低所得者に対する福祉 

５．その他（                   ） 

1．福祉サービスはますます必要であるので、税金等の個人負担が増えて

も内容は充実させるべきである 

2．福祉サービスはますます必要であるが、個人の負担が増えないよう国

や自治体が他の分野で使っている財源を福祉に振り分けて、充実させ

るべきである 

３．税金等の個人負担が増えるのであれば、福祉サービスの水準は現行の

ままでよい 

４．福祉サービスの水準を下げてでも、税金等の個人負担を減らすべきで

ある 

５．その他（                         ） 
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問２８ 援助を必要とする方が、適切に福祉サービスを利用できるようにするために、

何を優先させるべきだと思いますか。【１つだけに○】 

 

問２９ 福祉サービスを充実させていく上で、行政と住民の関係はどうあるべきだと思

いますか。【１つだけに○】 

 

問３０ つながりと支え合いのある安心して暮らすことができる地域社会の実現を目指

す上で、住民が取り組むべきことは何だと思いますか。 

【あてはまるものすべてに○】 

１．福祉サービスに関する情報提供 

２．福祉サービスに関する苦情相談窓口 

３．地域住民のボランティア活動 

４．福祉施設（施設数や整備） 

５．その人に必要な福祉サービス窓口の選択、利用支援をしてくれる窓口 

６．福祉サービス提供に従事する人の技術・知識の向上 

７．福祉サービスの質に関する客観的な評価制度 

８．その他（                          ） 

１．家族、地域の助け合いを基本としながら、足りない部分を行政が支援 

  すべきである。 

２．行政と住民が協力しあって、ともに取り組むべきである 

３．行政の福祉サービスを基本としながら、届かない部分については住民

が協力すべきである 

４．福祉サービスの提供は行政の責務であるので、住民が協力する必要は

ない 

５．その他（                         ） 

１．住民相互の日常的な対話や交流を広げる 

２．高齢者や障害者と子ども・若い人たちとの交流を広げる 

３．自治会が住民の身近な暮らしや、健康・安全・防災・防犯などの問題

に取り組む 

４．身近な地域で住民の暮らしや福祉について懇談する機会をつくる・増

やす 

５．地域で取り組まれている活動の交流や意見交換会を開催する 

６．民生児童委員やボランティアとの協力・連携を広げる 

７．ボランティア活動・地域福祉活動への参加をもっと増やす 

８．その他（                          ） 

９．特にない 



 16 

 

問３１ 他の世代の方々と接する機会はありますか。【１つだけに○】 

 

問３２ 他の世代の方々との交流に興味はありますか。【１つだけに○】 

 

問３３ 他の世代の方々との交流する場があれば参加したいと思いますか。 

【１つだけに○】 

 

 

 

問３４ 今後、今治市が取り組むべき施策として、次のどれを優先して充実すべきと思い

ますか。 【○は３つまで】 

各世代との交流について 

その他 

 1．思う         2．思わない 

 

１．全くない        ２．少ししかない 

３．ある程度ある      ４．十分にある 

１．ない          ２．どちらかと言えばない 

３．どちらかと言えばある  ４．ある 

５．大変ある 

１．住民が共に支えあう仕組みづくりへの支援 

２．ボランティアやＮＰＯなどの市民活動の促進や支援 

３．身近なところでの総合的な相談窓口の充実 

４．保健福祉に関する情報提供の充実 

５．在宅生活や子育てなどを支えるサービスの充実 

６．地域の実情に詳しい職員の育成 

７．地域の生活課題や問題点を共有し、解決を一緒に考えてくれる職員の配置 

８．高齢者、障害者、児童などの福祉施設の整備 

９．健康診断・がん検診などの保健医療サービスの充実 

10．サービス利用者などを保護する権利擁護や苦情対応などの取り組み 

11．子どもの頃からの福祉教育の充実 

12．災害時における地域住民による支援体制の充実 

13．通院や買い物などに必要な交通手段の充実 

14．利用しやすい道路・建物などの整備・改善（バリアフリー） 

15．その他（                           ） 
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問３５ 地域の人々が支え合い、助け合えるまちづくりを進めるためのご意見ご要望が

ございましたら、どんなことでも結構ですのでご記入ください。 

 

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

 

 


